


3

−37−



１．出題の趣旨

身の回りの事象について，統計的に問題解決するために，集めるべきデータを判断した

り，データを分類整理したり，表やグラフからデータの特徴や傾向を読み取ったりするこ

とができるかどうかをみる。

・グラフから，データの特徴や傾向を読み取ること。

・データを二つの観点から分類整理し，表に表したり読んだりすること。

・帯グラフから，複数のデータについての項目の割合を比較し，データの特徴を捉え，表

現すること。

・設定した問題に対して集めるべきデータを判断すること。

身の回りの事象について，その事象の因果関係や傾向を漠然と捉えるだけでなく，データに

基づいて判断する統計的な問題解決の方法を知り，その方法で考察していくことが重要である。

そのために，例えば，身の回りの事象について，興味・関心や問題意識に基づき，統計的に

解決可能な問題を設定し，見通しを立て，どのようなデータを，どのように集めるかについて

計画を立てることができるようにすることが大切である。そして，データを集めて分類整理し，

目的に応じて，観点を決めてグラフや表に表し，データの特徴や傾向をつかみ，問題に対する

結論をまとめることが大切である。さらに，さらなる問題を見いだし，解決していくことも大

切である。

そこで，本問では，図書委員会の児童がもった「５年生と６年生は，ほかの学年より本を借

りていないのではないか」という問題意識から，貸し出し冊数を調べ，その結果から５年生と

６年生にアンケート調査を行い，図書室で本をあまり借りていない理由について分析し，結論

をまとめる文脈を設定した。さらに，図書室でもっと本を借りてもらうために，５年生と６年

生が読みたい本は何かというさらなる問題を見いだし，５年生と６年生から，どのようなデー

タを集める必要があるかを判断する文脈も設定した。
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２．解説

設問(1)

趣旨

棒グラフから，数量を読み取ることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第３学年〕 Ｄ データの活用

(1) データの分析に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう

指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(イ) 棒グラフの特徴やその用い方を理解すること。

(内容の取扱い)

(8) 内容の「Ｄデータの活用」の(1)のアの(イ)については，最小目盛りが２，５又は20，

50などの棒グラフや，複数の棒グラフを組み合わせたグラフなどにも触れるものとする。

■評価の観点

知識・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ (1) １ ア と解答しているもの

２ イ と解答しているもの

３ ウ と解答しているもの

４ エ と解答しているもの ◎

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

〇 データの特徴や傾向を読み取ることができるようにするためには，棒グラフから，数量

を読み取ることができるようにすることが大切である。

そこで，学年ごとの貸し出し冊数が表された場面において，棒グラフから，数量を読み取

ることを求めた。

本設問では，棒グラフから，最小目盛りが50に当たると捉え，６年生の貸し出し冊数を読

み取ることが必要である。

○ 【解答類型１】は，棒グラフの最小目盛りが１に当たると捉えていると考えられる。

○ 【解答類型２】は，棒グラフの最小目盛りが５に当たると捉えていると考えられる。

○ 【解答類型３】は，棒グラフの最小目盛りが10に当たると捉えていると考えられる。

〇 【解答類型４】は，棒グラフの最小目盛りが50に当たると捉え，６年生の貸し出し冊数を

読み取ることができている。
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（参考）

○関連する問題

【全国学力・学習状況調査】

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H20B２(1) グラフからＡ町の1980年の農業生産額をよみとる 84.4％ P.48～ P.51 P.212～ P.218

H20B５(1)
学年ごとの身長を表した表から，５年生から６年

68.8％ P.62～ P.65 P.228～ P.234
生までの身長の伸びを求め，棒グラフに表す

H21B５(1)
４月に集めたペットボトルの重さをグラフから読

82.1％ P.68～ P.72 P.276～ P.283
み取る

最小目盛りが２に当たる棒グラフから，借りた本

H25A９ の冊数が一番多い曜日とその曜日に借りた冊数を 85.8％ P.41～ P.42 P.53～ P.54
書く

１目盛りを50ｍ
3
として学校の水の使用量の表を

H26B２(2) 棒グラフに表すとき，棒が縦20マスの枠の中に入 69.3％ P.50～ P.56 P.61～ P.69
らない月を選び，そのわけを書く

【国際調査】

調査の名称（問題番号） 問題の概要 正答率

TIMSS2015（小学校 M06_11A） People visiting the website on Thu 95.6％

設問(2)

趣旨

棒グラフから，項目間の関係を読み取ることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第３学年〕 Ｄ データの活用

(1) データの分析に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう

指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(イ) 棒グラフの特徴やその用い方を理解すること。

■評価の観点

知識・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ (2) １ ア と解答しているもの

２ イ と解答しているもの

３ ウ と解答しているもの ◎

４ エ と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答
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■解答類型について

○ 棒グラフについて，数量を読むことに加えて，最大値や最小値を捉えたり，項目間の関

係，集団のもつ全体的な特徴などを読み取ったりすることができるようにすることが大切で

ある。

そこで，学年ごとの貸し出し冊数が表された場面において，棒グラフから，項目間の関係

を読み取ることを求めた。

本設問では，棒グラフから，学年ごとの貸し出し冊数の関係について読み取ることが必要

である。

〇 【解答類型１】は，棒グラフから，貸し出し冊数が最も多い学年を読み取ることができて

いないと考えられる。

○ 【解答類型２】は，２年生と３年生について，目盛りの数の差が約２であることから，２

年生の貸し出し冊数は３年生の貸し出し冊数の約２倍であると捉えていると考えられる。

○ 【解答類型３】は，棒グラフから，４年生と５年生の貸し出し冊数の関係について読み取

ることができている。

○ 【解答類型４】は，１年生と３年生について，最小目盛りが100に当たると捉え，目盛り

の数の差が約２であることから，１年生と３年生の数量の差を約200冊であると捉えている

と考えられる。

（参考）

○関連する問題

【全国学力・学習状況調査】

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

船の入港数を表した棒グラフを見て，2005年の船

H21B３(2) の入港数が，最も多い年と比べて約何隻減少した 54.9％ P.56～ P.60 P.259～ P.266
のか答える

H21B５(2)
グラフを見て，集めた空き瓶の重さの変化につい

72.9％ P.68～ P.72 P.276～ P.283
ての正しい記述を選ぶ

H23A８ 棒グラフを読み，児童数が最も多い学校名を書く 未実施 P.38～ P.39 未実施

H23B４(1)
５年前と比べて，国内生産台数は増えているが，

未実施 P.64～ P.70 未実施
輸出した台数の割合が減っている年を書く

最小目盛りが２に当たる棒グラフから，借りた本

H25A９ の冊数が一番多い曜日とその曜日に借りた冊数を 85.8％ P.41～ P.42 P.53～ P.54
書く

棒グラフと折れ線グラフの両方が示されたグラフ

H25B５(1) の説明に対して，その説明がグラフのどの期間を 76.2％ P.71～ P.76 P.81～ P.85
示しているのか，正しいものを選ぶ

2010年の市全体の水の使用量が1980年の市全体の

H31２(2) 水の使用量の約何倍かを，棒グラフから読み取っ 78.8％ P.20～ P.29 P.30～ P.41
て書く

【国際調査】

調査の名称（問題番号） 問題の概要 正答率

TIMSS2015（小学校 M06_11B） How many more on Fri than Tue 63.6％

TIMSS2015（小学校 M07_11） How many years older is Juan 78.5％
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設問(3)

趣旨

データを二次元の表に分類整理することができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第４学年〕 Ｄ データの活用

(1) データの収集とその分析に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ア) データを二つの観点から分類整理する方法を知ること。

■評価の観点

知識・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ (3) １ ① と解答しているもの

２ ② と解答しているもの ◎

３ ③ と解答しているもの

４ ④ と解答しているもの

５ ⑤ と解答しているもの

６ ⑥ と解答しているもの

７ ⑦ と解答しているもの

８ ⑧ と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 目的に応じて，データを集め，観点を決めて分類整理し，データの特徴や傾向を読み取る

ことができるようにすることが大切である。

そこで，データを二次元の表に分類整理することを求めた。

本設問では，二次元の表の二つの観点を捉え，各欄の意味を理解することが必要である。

○ 【解答類型１，３】は，「114」について，「横の項目」である「読書が好きですか」の「は

い」の欄に入ることを捉えることはできているが，「縦の項目」である「９月に図書室で５

冊以上借りましたか」の「いいえ」の欄に入ることを捉えることはできていないと考えられ

る。

〇 【解答類型２】は，データを二次元の表に分類整理することができている。

○ 【解答類型４，６，７】は，「114」について，「横の項目」である「読書が好きですか」

の「はい」の欄に入ることを捉えることはできておらず，「縦の項目」である「９月に図書

室で５冊以上借りましたか」の「いいえ」の欄に入ることを捉えることもできていないと考

えられる。
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※本設問においては，思考力，判断力，表現力等をみるために用いる知識及び技能を示している。

○ 【解答類型５，８】は，「114」について，「縦の項目」である「９月に図書室で５冊以上

借りましたか」の「いいえ」の欄に入ることを捉えることはできているが，「横の項目」で

ある「読書が好きですか」の「はい」の欄に入ることを捉えることはできていないと考えら

れる。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H21A８ 表に当てはまる資料の個数を答える 69.0％ P.42～ P.44 P.241～ P.243
H22B３(2) 二次元表の中の数が何を意味しているのかを書く 61.6％ P.62～ P.65 P.194～ P.201

H29A９(1)
出席番号１番の人は二次元表のどこに入るかを選

88.2％ P.41～ P.45 P.55～ P.59
ぶ

H29A９(2) 二次元表の合計欄に入る数を書く 63.1％ P.41～ P.45 P.55～ P.59

H29B４(1)
示された式の中の数が表す意味を書き，その数が

40.2％ P.71～ P.77 P.84～ P.90
表のどこに入るかを選ぶ

設問(4)

趣旨

帯グラフで表された複数のデータを比較し，示された特徴をもった項目とその割合を言

葉と数を用いて記述できるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容※

〔第５学年〕 Ｄ データの活用

(1) データの収集とその分析に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ア) 円グラフや帯グラフの特徴とそれらの用い方を理解すること。

(内容の取扱い)

(5) 内容の「Ｄデータの活用」の(1)については，複数の帯グラフを比べることにも触れ

るものとする。

■評価の観点

思考・判断・表現
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ (4) （正答の条件）

次の①，②，③の全てを書いている。

① 「㋑ 図書室に行く時間がない」を表す言葉や記号

② 「㋑ 図書室に行く時間がない」について，５年生の「あてはまる」と答

えた人の割合を表す数

③ 「㋑ 図書室に行く時間がない」について，６年生の「あてはまる」と答

えた人の割合を表す数

（正答例）

・ ５年生と６年生で，「あてはまる」と答えた人の割合のちがいが，いちばん大

きいこう目は，㋑図書室に行く時間がないです。

５年生が15％で，６年生が80％です。

１ ①，②，③の全てを書いているもの ◎

２ ①，②を書いているもの

３ ①，③を書いているもの

４ ①を書いているが，②について85％と書き，③について20％と書いているもの

５ ①を書いているもの

６ 「㋐ 図書室には読みたい本が少ない」を表す言葉や記号を書いているもの

７
「㋒ ページ数が多く，読み終わるのに時間がかかる」を表す言葉や記号を

書いているもの

８ 「㋓ 地域の図書館で本を借りている」を表す言葉や記号を書いているもの

９ ②，③を書いているもの

10 ②を書いているもの

11 ③を書いているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

〇 帯グラフから複数のデータについて，全体と部分，部分と部分の間の関係を調べ，データ

の特徴や傾向を捉えることができるようにすることが大切である。

そこで，帯グラフで表された複数のデータを比較し，示された特徴をもった項目とその割

合を言葉と数を用いて記述することを求めた。

本設問では，図書室で本をあまり借りていない理由を表している帯グラフから，次の二つ

の事柄について，①，②，③の三つの条件を書くことが必要である。（P.７参照）

・５年生と６年生で，「あてはまる」と答えた人の割合の違いが，一番大きい項目に着目

すること

・５年生と６年生で，「あてはまる」と答えた人の割合の違いが，一番大きい項目につい

て，「あてはまる」と答えた５年生と６年生の割合を捉えること

①「㋑ 図書室に行く時間がない」を表す言葉や記号（以下，「㋑」）

②「㋑ 図書室に行く時間がない」について，５年生の「あてはまる」と答えた人の割

合を表す数（以下，「５年生の割合」）

③「㋑ 図書室に行く時間がない」について，６年生の「あてはまる」と答えた人の割

合を表す数（以下，「６年生の割合」）
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〇 【解答類型１】は，５年生と６年生で，「あてはまる」と答えた人の割合の違いが，一番

大きい項目である「㋑」を記述できており，「５年生の割合」と「６年生の割合」も記述で

きている。

○ 【解答類型２，３】は，５年生と６年生で，「あてはまる」と答えた人の割合の違いが，

一番大きい項目である「㋑」は記述できているが，「５年生の割合」と「６年生の割合」の

どちらか一方は記述できていない。

〇 【解答類型４】は，５年生と６年生で，「あてはまる」と答えた人の割合の違いが，一番

大きい項目である「㋑」は記述できているが，「５年生の割合」と「６年生の割合」につい

て，「あてはまらない」と答えた人数の割合を記述している。

〇 【解答類型５】は，５年生と６年生で，「あてはまる」と答えた人の割合の違いが，一番

大きい項目である「㋑」は記述できているが，「５年生の割合」と「６年生の割合」は記述

できていない。

〇 【解答類型６～８】は，５年生と６年生で，「あてはまる」と答えた人の割合の違いが，

一番大きい項目である「㋑」以外の項目を記述している。

〇 【解答類型９】は，「５年生の割合」と「６年生の割合」は記述できているが，５年生と

６年生で，「あてはまる」と答えた人の割合の違いが，一番大きい項目である「㋑」は記述

できていない。

〇 【解答類型10】は，「５年生の割合」は記述できているが，５年生と６年生で，「あては

まる」と答えた人の割合の違いが，一番大きい項目である「㋑」と「６年生の割合」は記述

できていない。

〇 【解答類型11】は，「６年生の割合」は記述できているが，５年生と６年生で，「あては

まる」と答えた人の割合の違いが，一番大きい項目である「㋑」と「５年生の割合」は記述

できていない。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H19B３(3)
漁業に携わる人数のグループ別の割合を表した帯

54.1％ P.46～ P.49 P.162～ P.165
グラフを見て，正しい記述を選ぶ

H22B３(1)
３つの円グラフを見て，けがが最も多く起こった

96.0％ P.62～ P.65 P.194～ P.201
場所を書く

一つの事柄について表した棒グラフと帯グラフか

H30B３(2) ら読み取ることができることをまとめた文章に当 24.0％ P.56～ P.60 P.76～ P.80
てはまるものを選ぶ

3

−45−



※本設問においては，思考力，判断力，表現力等をみるために用いる知識及び技能を示している。

設問(5)

趣旨

集団の特徴を捉えるために，どのようなデータを集めるべきかを判断することができる

かどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容※

〔第５学年〕 Ｄ データの活用

(1) データの収集とその分析に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(イ) データの収集や適切な手法の選択など統計的な問題解決の方法を知ること。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ (5) １ ２，５ を解答しているもの ◎

２ １，２ を解答しているもの

３ ２，３ を解答しているもの

４ ２，４ を解答しているもの

５ １，５ を解答しているもの

６ ３，５ を解答しているもの

７ ４，５ を解答しているもの

８ １，３ を解答しているもの

９ １，４ を解答しているもの

10 ３，４ を解答しているもの

11 ２のみを解答しているもの

12 ５のみを解答しているもの

13 １のみを解答しているもの

14 ３のみを解答しているもの

15 ４のみを解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

３
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■解答類型について

〇 問題に対する結論をまとめるとともに，さらなる問題を見いだし，その問題を統計的に解

決するために，見通しを立て，どのようなデータを，どのように集めるかについて計画を立

てることができるようにすることが大切である。

そこで，集団の特徴を捉えるために，どのようなデータを集めるべきかを判断することを

求めた。

本設問では，５年生と６年生の読みたい本と，多くの５年生と６年生に読まれている本を

調べるために，適切なデータを選ぶことが必要である。

〇 【解答類型１】は，５年生と６年生の読みたい本を調べることができるデータを選ぶこと

ができており，多くの５年生と６年生に読まれている本を調べることができるデータを選ぶ

こともできている。

○ 【解答類型２～４，11】は，５年生と６年生の読みたい本を調べることができるデータを

選ぶことはできているが，多くの５年生と６年生に読まれている本を調べることができるデ

ータを選ぶことはできていないと考えられる。

○ 【解答類型５～７，12】は，多くの５年生と６年生に読まれている本を調べることができ

るデータを選ぶことはできているが，５年生と６年生の読みたい本を調べることができるデ

ータを選ぶことはできていないと考えられる。

○ 【解答類型８～10，13～15】は，５年生と６年生の読みたい本を調べることができるデー

タを選ぶことはできておらず，多くの５年生と６年生に読まれている本を調べることができ

るデータを選ぶこともできていないと考えられる。

３
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算数４ 計算結果について数量の関係に着目した考察

（除法と小数を用いた倍）

4
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１．出題の趣旨

問題場面の数量の関係に着目し，除法が用いられる場合を理解したり，除法の結果の意

味を解釈したりすることができるかどうかをみる。

・除法の結果について，日常生活の場面に即して判断すること。

・除法の意味について理解していること。

・小数を用いた倍の意味について，数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目して理

解し，考え表現すること。

算数の学習では，数量の関係に着目し，式に表して計算したり，計算を日常生活に生かした

りすることが重要である。また，計算結果の意味について，日常生活の場面に即して判断した

り，数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目して考えたりすることも重要である。

そのために，例えば，除法で表すことができる二つの数量の関係を捉えて式に表し，計算を

することができるようにすることが大切である。さらに，余りの処理について，商をそのまま

答えとできない場合では，日常生活の場面に即してより適切な答えを考えることができるよう

にすることも大切である。また，商が１より大きい場合だけでなく，商が１より小さい場合の

除法についても，被除数に当たる数と除数に当たる数を判断して式に表したり，商の意味を考

えたりすることができるようにすることも大切である。その際，「基準量を１としたときに幾

つに当たるか」という倍の意味について理解することができるようにすることが大切である。

そこで，本問では，いろいろな除法の問題について振り返り，余りのある場面での余りの処

理について考えたり，割り進む場面で式に表して計算したり，小数を用いた倍の意味を考えた

りする文脈を設定した。

平成22年度【小学校】算数 A ２(1)（正答率54.1％）において，８ｍの重さが４kgの棒の１
ｍの重さを求める式と答えを問う問題を出題しており，「商が１より小さくなる等分除の場面

で除法が用いられることの理解」を課題として指摘し，誤答については，「「（整数)÷(整数）」

の場面では，被除数の方が除数より大きくなると考え，８÷４と立式していると考えられる。」

（反応率31.1％）と報告している。設問(2)は，これに関連した問題であり，１ｍの重さを求

める問題場面ではなく，児童にとって身近な，何人かに等しく分けて一人分の大きさを求める

問題場面について，商が１より小さくなる等分除（整数)÷(整数）の場面で，場面から数量の

関係を捉えて除法の式に表し，計算をすることができるかどうかをみるために出題した。

4
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２．解説

設問(1)

趣旨

示された除法の結果について，日常生活の場面に即して判断することができるかどうか

をみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第３学年〕 Ａ 数と計算

(4) 除法に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ア) 除法の意味について理解し，それが用いられる場合について知ること。また，余

りについて知ること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(イ) 数量の関係に着目し，計算を日常生活に生かすこと。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

４ (1) １ ４ と解答しているもの ◎

２ ３ と解答しているもの

３ ３あまり５ と解答しているもの

４ ５ と解答しているもの

５ ６ と解答しているもの

６ ８ と解答しているもの

７ 23÷６の商を小数又は分数で表しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 余りの処理について，商をそのまま答えとできない場合では，日常生活の場面に即してよ

り適切な答えを考えることができるようにすることが大切である。

そこで， 示された除法の結果について，日常生活の場面に即して判断することを求めた。

本設問では，３余り５という結果について，23個のボールを６個ずつ箱に入れていくと，

３箱できて５個余ることに気付き，余りの５個を入れる箱がもう１箱必要であると判断する

ことが必要である。

4
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○ 【解答類型１】は，示された除法の結果について，日常生活の場面に即して，商に当たる

３箱に加えてもう１箱必要であることを判断することができている。

○ 【解答類型２】は，示された除法の結果について，商が３であることから，そのまま３と

解答していると考えられる。

○ 【解答類型３】は，示された除法の結果が３余り５であることから，そのまま３余り５と

解答していると考えられる。

○ 【解答類型４】は，示された除法の結果について，余りが５であることから，５と解答し

ていると考えられる。

○ 【解答類型５】は，示された除法の結果について，余りに１を加えて，６と解答している

と考えられる。

○ 【解答類型６】は，示された除法の結果について，商と余りを足して，８と解答している

と考えられる。

○ 【解答類型７】は，示された23÷６に着目し，23÷６の商を小数又は分数で表して，その

まま解答していると考えられる。具体的な例としては以下のようなものが想定される。

（例）

・約3.83（箱）

（参考）

○関連する問題

【全国学力・学習状況調査】

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H28B３(2)
縦39cm，横54cmの長方形の厚紙から，１辺９cmの

38.7％ P.64～ P.71 P.78～ P.84
正方形を24個切り取ることができるわけを書く

横の長さが７ｍの黒板に輪かざりをつけるために

H30B５(1) 必要な折り紙の枚数が，100枚あれば足りるわけ 43.5％ P.68～ P.75 P.88～ P.94
を書く

【国際調査】

調査の名称（問題番号） 問題の概要 正答率

TIMSS2011（小学校 M03_02） How many cans must Sean buy 69.3％

TIMSS2015（小学校 M03_02） Number of books Mary can buy 83.4％

4
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設問(2)

趣旨

商が１より小さくなる等分除（整数)÷(整数）の場面で，場面から数量の関係を捉えて

除法の式に表し，計算をすることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第４学年〕 Ａ 数と計算

(4) 小数とその計算に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(エ) 乗数や除数が整数である場合の小数の乗法及び除法の計算ができること。

(内容の取扱い)

(5) 内容の「Ａ数と計算」の(4)のアの(エ)については，整数を整数で割って商が小数に

なる場合も含めるものとする。

■評価の観点

知識・技能

4
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

４ (2) 式 答え

１ 0.5 と解答しているもの ◎

２
と解答しているもの

◎
１
｜２

（大きさの等しい分数を含む）

３ ５ と解答しているもの

４
４÷８ と解答

0.05 と解答しているもの

５ ２ と解答しているもの

と解答しているもの
１
｜８６

（大きさの等しい分数を含む）

７
類型１から類型６以外の解答

無解答

0.5 と解答しているもの

８ と解答しているもの
１
｜２

８÷４ と解答 （大きさの等しい分数を含む）

９ ２ と解答しているもの

10
類型８，類型９以外の解答

無解答

0.5 と解答しているもの

11 と解答しているもの
１
｜２８×４ と解答

４×８ と解答 （大きさの等しい分数を含む）

12
類型11以外の解答

無解答

類型１から類型12以外の解答
0.5 と解答しているもの

13
無解答

と解答しているもの
１
｜２

（大きさの等しい分数を含む）

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 除法で表すことができる二つの数量の関係を捉えて式に表し，計算をすることができるよ

うにすることが大切である。さらに，商が１より大きい場合だけでなく，商が１より小さい

場合の除法についても，被除数に当たる数と除数に当たる数を判断して式に表すことができ

るようにすることが大切である。

そこで，商が１より小さくなる等分除（整数)÷(整数）の場面で，場面から数量の関係を

捉えて除法の式に表し，計算をすることを求めた。

本設問では，８人に４Ｌのジュースを等しく分けることから，一人分のジュースの量を求

めるためには４Ｌのジュースを８等分すればよいと考え，４÷８という式に表し，計算をす

ることが必要である。

4
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Ⅳ 解 答 用 紙（ 正 答 ( 例 ) )
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※ 各設問の正答の条件，他の解答例などについては，「Ⅲ 調査問題の解説」の「解答類型」
等に記載していますので，学習指導の改善等に当たってはそちらも御参照ください。

３３×４÷２ ６

（例）
辺ＢＣを底辺としたとき，高さは，
６×２＝12で，12cmです。
平行四辺形ＡＢＣＤの面積は，
５×12＝60で，60cm²です。

60

（例）
Ａコースの道のりは，1600＋1000＋2700＝5300
で，5300ｍです。
Ｂコースの道のりは，1500＋1000＋3000＝5500
で，5500ｍです。
だから，5500－5300＝200で，200ｍ短いです。

14 １

２ 25

2700÷540

200
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※ 各設問の正答の条件，他の解答例などについては，「Ⅲ 調査問題の解説」の「解答類型」
等に記載していますので，学習指導の改善等に当たってはそちらも御参照ください。

ウ

（例）
５年生と６年生で，「あてはまる」と答えた人
の割合のちがいが，いちばん大きいこう目は，
㋑図書室に行く時間がないです。
５年生が15％で，６年生が80％です。

エ

②

２ ５

４÷８ 0.5

４

（例）
30ｍを１としたとき，0.1にあたる長さは３ｍ
です。
12ｍは，３ｍの４つ分になるので，30ｍを１と
したときの0.4にあたります。
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Ⅴ 点 字 問 題 （抜 粋）

	

点
字
問
題
（
抜
粋
）

Ⅴ
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点字問題は，通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし，点字を使用して学習

する児童生徒の情報取得の特性や点字による表現方法等を考慮し，児童生徒が調査問題で

問われている内容及び解答に必要な情報を的確に把握し，問題の趣旨に沿った解答に臨む

ことができるように，例えば，次のような配慮を行っている。 

（１）  問題文などの記述及びレイアウト等について 

必要に応じて，文章や図表等の記述を変更したり，提示する順序を入れ替えたり，

ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。 

（２）  図やグラフの提示の仕方について 

提示する情報の精選を行った上で，表などに置換したり，必要かつ可能なものは

点図（点を用いて示した図）で示したりするなど，提示方法の変更・調整を行う。 

（３）  出題形式の変更及び代替問題について 

 児童生徒の学習内容や生活経験等を考慮し，通常問題の内容をそのまま点字化

して出題することが適当ではない問題については，出題の趣旨等を踏まえた上で，

出題形式の変更や代替問題の作成を行う。 

 
なお，上記のような配慮に伴い，解答類型の調整を行った問題については，P.68 に問題

及び解答類型（点字問題用）を示している。 
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＜点字問題における具体的な配慮例＞ 

【通常問題】  ３（１）（２） 

 

【点字問題】  ３ １．２． 

本問では，主に次のような配慮を行った。 

１） 通常問題は，棒グラフから数量を読み取ることができるかどうかをみてい

る。しかし，点字を使用して学習する児童にとっては，選択肢とグラフを同

時に確認することができない。そのため，一つの選択肢について，書かれて

いる内容を覚えた後，その正誤についてグラフで判断をするという負担の大

きい作業を行う必要がある。そこで，通常問題では左から１年生，２年生と

示された棒グラフを，点字問題では，設問の対象となる６年生が一番左にく

るように変更し，グラフ自体が読み取りやすくなるようにした。 

２） 前述のように，点字を使用して学習する児童にとっては一つの選択肢の内

容を読み取るまでに負担の大きい作業を行い，その後，その正誤について判

断するまでに時間を要する。そのため，通常問題では選択肢が四つのところ，

点字問題では選択肢の数を三つとした。 
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＜点字問題（墨点字版）＞          ＜点字問題（活字版）＞ 
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Ⅵ 拡 大 文 字 問 題 （抜 粋）

	

拡
大
文
字
問
題
（
抜
粋
）

Ⅵ

−69−



−70−



【拡大文字問題（抜粋）】 ２（２） 実寸大サイズ 
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【拡大文字問題（抜粋）】 ３（３）  
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背幅 :4mm

製版寸法：天地 303mm 左右 430mm




